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鑑みる基礎的スポーツマネジメントの検討
（本学学生のライフスタイルに着目して）

木　戸　直　美

本研究では、多様化した現代における新たなスポーツ行動研究の試みとして、女子短期大

学部生のライフスタイルの詳細な考察に焦点を当て、清水のスポーツ行動の成立条件（2002, 

p. 26）に鑑みるスポーツマネジメントについて検討した。

具体的には、本学学生を対象として、「スポーツ特性」「ライフスタイル」「日常生活充実度」

等の項目を設定し、アンケート調査を行った。それらの分析、及び考察の結果、女子短期大

学部生の固有なスポーツ行動が明示され今後のスポーツ生活向上のための、大学スポーツを

はじめとした基礎的スポーツマネジメントが示唆された。

Ⅰ．緒言

近年では、生涯スポーツという言葉が浸透し、スポーツに対する需要が拡大化・多様化し

ている。スポーツライフ白書（笹川スポーツ財団, 2006）では、スポーツとの関わりを「する」

「観る」「視る」「読む」「支える」「話す」という６つのカテゴリーで設定している。そして、

スタジアムなど競技場での成人の観戦者数は年々増加していることを報告しており（笹川ス

ポーツ財団, 2006）、スポーツは「行う楽しさ」のみならず、「見る楽しさ」、「読む楽しさ」、「支

える楽しさ」等が、魅力ではないかと考えられている（小泉ら, 2004. pp. 107-112）。さらに、

醍醐は、「するスポーツ」と「みるスポーツ」の関係について「するスポーツ」が「みるスポー

ツ」へつながることが実証されると同時に、例えば、「みるスポーツ」としてのＷ杯開催によっ

てサッカー実施意図と態度の向上が確認されること（林ら , 2003, pp. 1-13）など、「みるス

ポーツ」から「するスポーツ」への影響について論じている（2010, pp. 6-8）。この様な直

接スポーツ参与である「するスポーツ」、及び「みるスポーツ」など間接スポーツ参与との

相関を含め、スポーツへの多様な関わりにより、人々は身体的・精神的・社会的効果など文

化的価値を享受することができる（中村 2002, p. 43）。

「体育・スポーツ経営とは、様々な条件整備によって、スポーツ行動の成立、維持、発

展を通して人々の豊かなスポーツ生活を実現させることを目的とした営みである」（清水, 

2002, p. 25）。そのため、体育・スポーツ経営学の分野において、人々の運動・スポーツ実

施率などスポーツ行動率の向上は、最も重要な課題の一つである。人々が、スポーツの文化
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的価値を始めとする多様な有益的価値を享受するためには、スポーツとかかわる現象、つま

り、スポーツを行ったり、スポーツをみたりなどのスポーツ行動（スポーツ実践あるいは運

動の実施）の成立が不可欠なためである。スポーツ行動については、人々が運動やスポーツ

の「場」や「機会」を巡り、どのような行動をとるのかを問題とする「運動者行動」と捉え、

伝統的に高い関心が置かれている。「運動者行動」は、単に、人間の行動を数値的に説明す

ることが重要なのではなく、条件整備としての体育・スポーツ事業の改善に反映させること

を視座としていることが最たる特徴である（中村, 2002, pp. 44-45）。これまでの運動者行

動研究は、宇土の体育・スポーツ事業論（1976）を原点として、近年では、多様化した体育・

スポーツ現象、及び社会的変容に伴う運動者の多角的ニーズを包含した新たなスポーツ行動

論としての進展がみられている。例えば、今日的な若者文化を有するストリートダンサーに

着目した石川ら（2013, 2015）、超高齢社会における高齢者スポーツに焦点を当てた木戸ら

（2013, 2015a, 2015b）の研究であり、いずれも体育・スポーツ事業論を基軸として、運動

者の多様なニーズが反映された固有なライフスタイルに重点を置いたスポーツ行動論が展開

され、現代に即したより有効的なスポーツ事業や実践的なスポーツマネジメントへの示唆を

与えている。

平成 24年に策定されたスポーツ基本計画では、ライフステージに応じたスポーツ活動を

推進するため、政策目標として「できるかぎり早期に、成人の週 1回以上のスポーツ実施

率が 3人に 2人（65％程度）、週 3回以上のスポーツ実施率が 3人に 1人（30％程度）と

なることを目標とする。」としている。しかしながら、平成 27年の世論調査の結果では、

成人の週 1回以上のスポーツ実施率は 40. 4％（文部科学省, 2015）となっており、スポー

ツ実施頻度の向上のためには、若年層（特に女性）への取り組みが急務であるとしている（文

部科学省, 2012）。若年層のスポーツ実施率向上へ取り組みと関連して、今日における大学

生の体力やスポーツ行動について、多大な関心が寄せられている。大学生の肥満とやせの割

合が増加していることへの指摘（下門ら , 2013, pp. 181-194）、大学体育授業の可能性（木内, 

2012, pp. 110-113）、あるいは、大学運動部の視点から、学生時代の運動部所属経験は、そ

の後の運動・スポーツ習慣に繋がり、生涯にわたって高い水準の体力を維持する要因の一つ

になっていること（文部科学省, 2012）などである。

しかしながら、石川ら（2013, 2015） 、木戸ら（2013, 2015a, 2015b）が展開した様な

現代における固有なライフスタイルの運動者という視点から、大学生、とりわけ短期大学生

や短期大学部生に着目し、直接的には運動・スポーツに関わらない日常生活や趣味などライ

フスタイルの詳細な考察との関連に基づく、スポーツ事業の条件整備やスポーツマネジメン

トに言及した知見は、殆ど見られておらず、不十分な状況であると考えられる。

このような背景を踏まえ、本研究では、短期大学部生のスポーツ行動とライフスタイルの

詳細な考察に焦点を当てた。短期大学生や短期大学部生は、修業年限は 2年または 3年であ

る。短期間で大学としての教養教育や専門教育を受けるという固有なライフスタイルを有す
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る短期大学部生のスポーツ行動を解明し、それらに基づいたスポーツ行動に対するマネジメ

ントの探索を試みる。より具体的には、清水によるスポーツ行動の成立条件（2002, p. 26） 

に鑑み、上智大学短期大学部生（以下、女子短期大学部生）の「スポーツ特性」、「スポーツ

行動」、「ライフスタイル」、「日常生活充実度」等の実態を明らかにすることを第一の目的と

し、第二には、明らかになった実態を踏まえ、女子短期大学部生のための適合的なスポーツ

マネジメントについて基礎的に検討することを目的とする。

Ⅱ．研究の方法

1．基本的なアプローチ

図 1は清水によるスポーツ行動の成立条件（2002, p. 26）を示している。スポーツ行動の

成立条件（スポーツ行動の規定要因）は、図 1に示されるように①～④に整理することがで

きる。【①主体的条件】とは、スポーツを行う人（運動者）自身の条件であり、スポーツへ

の関心・欲求・必要感や健康状態である。【②社会的条件】とは、時間の確保や経済的な条

件など人（運動者）の生活環境である。個人的な要因に加え、社会全体としての時間的・経

済的ゆとりなどの要因も含まれる。【③スポーツ条件】は、ニュースポーツの創出や障害者

スポーツの開発といったスポーツそのものの条件であり、【④スポーツ環境条件】は、運動

やスポーツを行うための施設・用具、仲間（クラブ・サークル）、プログラム（教室・イベ

ント）、指導者や情報などのスポーツにかかわる環境条件である（清水, 2002, pp. 26-27）。

現行の体育・スポーツ経営研究では、2011年に施行されたスポーツ基本法や総合型地域

スポーツクラブなど、政策や制度的な議論が活発になされている。これらの議論は、【③スポー

ツ条件】・【④スポーツ環境条件】に係わるものである。【③スポーツ条件】・【④スポーツ環

境条件】に対する条件整備は、運動者自身の努力で整えることが困難であることが活発的な

議論展開の所以であるが、この様な現行での成立条件に関する研究アプローチの比重は、【①

　　　　　　　　　　　　　　
1.  清水は、図中に①、②、③、④のみを記しているが、それぞれの内容をより明確化するために【①主体的条件】、【②

社会的条件】、【③スポーツ条件】、【④スポーツ環境条件】と加筆した (2002,pp.26-27)。
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図 1　スポーツ行動の成立条件

 （清水（2002）「体育・スポーツ経営学講義」p . 26に一部加筆）1
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主体的条件】・【②社会的条件】に比べて【③スポーツ条件】・【④スポーツ環境条件】に偏向

している傾向がみられる。一方で、体育・スポーツ経営の原点である宇土の体育事業論では、

条件整備への方略は、運動者主導・運動者主権の姿勢が一貫して主張され、運動者の把握を

前提として捉える事が重要である（1976）とされている。

また、体育・スポーツ経営の目的とは、「豊かなスポーツ生活の実現」（清水, 2002, p. 

25）であるが、中村は「スポーツ生活とは人間のすべての生活現象の中からスポーツにか

かわる局面を切り取ったときに成立する生活であり、生活におけるスポーツとの相互作用や

かかわり方の総体を指す」（2002, p. 42）としている。「人間のすべての生活現象」とは言

い換えれば「ライフスタイル」との相互関係の中で成立するものである。すなわち、「豊か

なスポーツ生活」のためのスポーツ行動の成立条件とは、【①主体的条件】・【②社会的条件】

における運動者自身の全般的なライフスタイルの観照が重要になるものと考えられる。

本研究では、スポーツ行動の成立条件に基づき、運動者の【①主体的条件】・【②社会的条

件】の把握を主眼として、スポーツ特性、スポーツ行動、ライフスタイル、日常生活充実度

の項目を設定した。固有な運動者としての女子短期大学部生を対象とした調査を実施し、【①

主体的条件】・【②社会的条件】に関するデータを収集する。さらに、収集されたデータの分

析に依拠し【③スポーツ条件】・【④スポーツ環境条件】に対する条件整備の考察を行い、包

括的に女子短期大学部生のための基礎的なスポーツマネジメントについて検討する。

2．調査の実施と分析の手順

（1）調査項目の設定

調査項目は、現代的スポーツ行動研究である石川ら（2013, 2015）木戸ら（2013, 

2015a, 2015b）の研究を始め、これまでのスポーツ行動・運動者行動分析研究である前田

ら（2008）、林ら（2011, 2013）の先行研究など、さらに関連するライフスタイル調査（安

藤, 1998;内閣府, 2013;小学館女性インサイト研究所, 2015）を踏まえ、「スポーツ特性」（運

動部所属経験 中学校・高等学校（以下、高校と表記）、スポーツ・運動の好き嫌い）、「スポー

ツ行動」（運動頻度、運動生活）、「基本的生活状況」（住居状況、アルバイト実施の有無）、「ラ

イフスタイル」とした。「ライフスタイル」は中項目 7項目（健康、習慣、意欲、趣味、他

者との関連、郷土愛・母国愛）による 39項目を設定した。さらに、総合的な運動者の生活

満足度の指標として「日常生活充実度」の項目を設定した。「ライフスタイル」及び「日常

生活充実度」項目は「非常に思う」から「全く思わない」までの５段階の評定尺度法による

評定を求めた。

（2）調査方法と分析手順　

調査は、上智大学短期大学部（以下、本学と表記）英語科 2年生を対象とした。調査方法は、

自記筆アンケート調査（配票調査法）であり、145名（80. 6%）の有効回答を得た。調査期間は、
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2015年 7月である。短期大学部、及び調査対象の学生には文章にて研究の主旨を説明し承

諾を得た。

収集されたデータに対し SPSS17. 0ver. を用いて、基礎集計・記述統計・クロス分析・

重回帰分析を行った。重回帰分析は、「ライフスタイル」項目が「日常生活充実度」項目に

どの様に規定力を持つか数値的に示すために発展的な分析として行った。なお、重回帰分析

での「ライフスタイル」項目は統計的に、より有効な手法として「ライフスタイル」39項

目と「日常生活充実度」とのクロス分析でのχ２検定により、有意差が認められた 21項目

を選定した。

分析全般に対して必要に応じて、χ２検定、Ｆ検定（一元配置分散分析）を用いて統計的

有意性を検証した。

Ⅲ．結果

1．対象者のスポーツ特性・スポーツ行動

（1）現在のスポーツ特性・スポーツ行動

表 1は、対象者の現在のスポーツ特性・スポーツ行動を示している。「運動・スポーツは

好きですか？」という項目について、「好き」が 63人（43.4%）と最も多く、次いで「大変

好き」が 45人（31.0%）という結果が示された。「どちらともいえない」・「どちらかという

と嫌い」は共に 16人（11.0%）、「嫌い」は僅か 4人（2.8%）である。「大変好き」・「好き」

と答えた対象者の合計は、74.3%である。

運動・スポーツの頻度では、「週 3回以上」は 9人（6.2%）であり、「週 1～ 2回」・

「月 1～ 3回」・「3ヶ月に 1～ 2回」・「年 1～ 3回」は、それぞれ 34人（23.4%）・33人

（22.8%）・34人（23.4%）・35人（24.1%）と同様な結果を示した。週 1回以上の運動実施

者は、29.6%に留まっている。

（2）現在の運動生活

表 2は、対象者の運動生活について、multi-answer方式による回答の結果を示している。

最も多い項目は「特に運動・スポーツは行っていない」62人（42.8%）であり、次いで「自

由時間に個人的に軽体操やウォーキングを行っている」52人（35.9%）、「体育の授業で行っ

ている」は 37人（25.5%）、「大学・短大の運動部・サークルに所属している」32人（22.1%）

の順である。「学外のクラブ・チームに所属」「スクール・レッスンに参加」はそれぞれ 7

人（4.8%）、11人（7.6%）と非常に少ない結果を示した。

（3）中学・高校時代の運動部所属経験

表 3は、対象者の運動部所属経験を示している。中学校時代の運動部所属経験は、「ある」
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が 95人（65.5%）、「ない」が 49人（33.8%）である。高校時代は、「ある」が 58人（40.0%）、

「ない」が 79人（54.5%）であった。

図 2は、対象者が中学・高校時代に所属していた運動部の種目について示している。全

体として最も多い種目は「バスケットボール」（中学 19人・高校 14人）であり、次いで「ソ

フトテニス」（中学 20人・高校 7人）である。「陸上」（中学 11人・高校 3人）・「バドミン
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ーの「B5 自分なりのファッションを楽しみたい」 (4.08)、「B17 あいさつ

をよくする」(4.03)、「B37 熱中できるものがある」(4.21)、『趣味』では「B7 

映画が好き」 (4.23)・「B24 旅行が好きだ」 (4.26)であり、『他者との関連』

の「B20 家族とのコミュニケーションが楽しい」(4.13)・「B8 人と話すの

が好き」 (4.29)・「B12 友達・いい仲間がいる」 (4.54)・「B24 人に喜んで

もらいたい」 (4.39)、及び『郷土愛・母国愛』の「B15 外国に興味がある」

(4.37)・「B38 自分の国が大好きだ」 (4.19)の各項目である。一方で、「B22 

早寝早起きを心がけている」(2.97)、「B2 運動・スポーツをよくしている」

(2.51)、「B27 スポーツをよくみる（テレビ・観戦）」(2.68)、「B3 テレビを

よく見る」 (2.95)、「B13 漫画をよく読む方である」 (2.80)や「B23 家族と

一緒に食事をとる」 (2.99)、「B30 家族とスポーツの話をよくする」 (2.51)

の各項目は、低い数値を示した。  

運動部所属経験別にみると次の各項目でＦ検定 (一元配置分散分析 )によ  

表4　調査対象者の基本的生活状況

ｎ＝145 ｆ ％

住居状況 実家 81 55.9

一人暮らし 27 18.6

寮 29 20.0

兄弟姉妹と一緒 5 3.4

その他 3 2.1

アルバイト している 88 63.3

していない 50 36.0

無回答 7 0.7

日常生活が充実している 非常にそう思う 33 22.8

そう思う 66 45.5

どちらでもない 33 22.8

あまりそう思わない 8 5.5

全く思わない 5 3.4

　                     ※回答の多い項目を強調下線で表示
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②ライフスタイル項目の記述統計

表 5は、対象者のライフスタイル 39 項目に対する記述統計を示している。全体的に高い

数値を示した項目は、「B1 食事が美味しくとれる」（4.10）、「B36 食事が楽しい」（4.10）の［食

事］に関する2項目、『習慣』カテゴリーの「B5 自分なりのファッションを楽しみたい」（4.08）、

「B17 あいさつをよくする」（4.03）、「B37 熱中できるものがある」（4.21）、『趣味』では「B7 

映画が好き」（4.23）・「B24 旅行が好きだ」（4.26）であり、『他者との関連』の「B20 家族

とのコミュニケーションが楽しい」（4.13）・「B8　人と話すのが好き」（4.29）・「B12 友達・

いい仲間がいる」（4.54）・「B24 人に喜んでもらいたい」（4.39）、及び『郷土愛・母国愛』

の「B15 外国に興味がある」（4.37）・「B38 自分の国が大好きだ」（4.19）の各項目である。

一方で、「B22 早寝早起きを心がけている」（2.97）、「B2 運動・スポーツをよくしている」

（2.51）、「B27 スポーツをよくみる（テレビ・観戦）」（2.68）、「B3 テレビをよく見る」（2.95）、

「B13漫画をよく読む方である」（2.80）や「B23 家族と一緒に食事をとる」（2.99）、「B30 

家族とスポーツの話をよくする」（2.51）の各項目は、低い数値を示した。

運動部所属経験別にみると次の各項目でＦ検定（一元配置分散分析）による有意性が確認

された。中学校では、「B2 運動・スポーツをよくしている」（P<0.05）、「b27 スポーツをよ

くみる（テレビ・観戦）」（P<0.01）、「B23 家族と一緒に食事をとる」（P<0.01）、「B30 家

族とスポーツの話をよくする」（P<0.01）、「B21 自分の住む街が好きだ」（P<0.01）の 5項

目である。高校では、「B2 運動・スポーツをよくしている」（P<0.001）、「B27 スポーツを

よくみる（テレビ・観戦）」（P<0.05）、「B3 テレビをよく見る」（P<0.05）、「Facebookな

どのツールをよく使う」（P<0.05）、「B23 家族と一緒に食事をとる」（P<0.001）、「B30 家

族とスポーツの話をよくする」（P<0.01）の 6項目である。すなわち、［運動］カテゴリー、

及び「B30 家族とスポーツの話をよくする」項目において、中学校・高校共に運動部所属

経験「あり」の対象者は、高い反応を示し、運動部所属経験「なし」の対象者は低い反応を

示す傾向が見られる。

逆に、「B23 家族と一緒に食事をとる」項目については、運動部所属経験「なし」が高く、

運動部所属経験「あり」が低い傾向が見られる。その他、中学校の運動部所属経験「あり」

の対象者は、自分の街が好きな傾向があることや、高校で運動部所属経験者は、テレビをよ

く見たり、Facebookなどのツールをよく使ったりする傾向が明らかとなった。

（2）ライフスタイル項目と日常生活充実度との規定関係

体育・スポーツ経営の営みは、運動者の生活満足の向上に効果的に機能することが期待

される（小野里ら ,2013, pp. 11-20）。ここでは、対象者の生活満足度の総合指標として設

定された「日常生活充実度」項目に対するライフスタイル項目の規定関係を明確にするた

めに重回帰分析を行った。「日常生活充実度」を目的変数とし、選定されたライフスタイル

項目 21項目を説明変数とした。標準回帰係数が正に高い値を示すほど目的変数である「日
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常生活充実度」に対してプラスに作用し、負に高い値を示すほどマイナスに作用する傾向を

示すと解釈した。表 6図 3は、各項目の規定力を示したものである。その結果、全体とし

て有意な差が認められた（P<0.001）。プラスの規定力として、「B1 食事が美味しくとれる」

（P<0.01）、「B26 読書をよくする」（P<0.01）、「B39 色々なことに興味を持ち、挑戦しよう

とする」（P<0.05）、「B9 まめに片づけや掃除をする」（P<0.05）が順に示された。「B12 友達・

いい仲間がいる」等もプラスの規定力として示された。運動・スポーツに関する項目では「B2 

運動・スポーツをよくしている」がプラスの規定力として示されてはいるが、非常に低い値

である。マイナスの規定力では、有意性は確認できないが「B19 旅行が好きだ」等が示された。

表 6　日常生活充実度のライフスタイル項目との規定力（重回帰分析）

12 
 

 

DF 平均平方 F値

19 3.235 5.450***

B1  食事が美味しくとれる .271 2.90 **

B2  運動・スポーツをよくしている .013 0.18 n.s.

B6  バランスの良い食事を心がけている .057 0.67 n.s.

B8  人と話すのが好きだ -.070 -0.81 n.s.

B9  まめに片づけや掃除をする .185 2.20 *

B11 毎日よく眠れる .057 0.71 n.s.

B12 友達・いい仲間がいる .170 1.97 n.s.

B18 アートが好きだ .027 0.37 n.s.

B19 旅行が好きだ -.153 -1.77 n.s.

B20 家族とのコミュニケーションが楽しい .096 1.25 n.s.

B21 自分の住む街が好きだ -.025 -0.32 n.s.

B24 人に喜んでもらいたい .010 0.12 n.s.

B25 毎日きちんと朝食を食べている .031 0.40 n.s.

B26 読書をよくする .194 2.68 **

B31 宿題や課題に積極的に取り組んでいる .031 0.39 n.s.

B32 料理が好き .039 0.48 n.s.

B36 食事が楽しい .076 0.78 n.s.

B38 自分の国が大好きだ .016 0.20 n.s.

B39 色々なことに興味を持ち、挑戦しようとする .203 2.40 *

         *** P<0.001　**P<0.01　　*P<0.05

表6　日常生活充実度のライフスタイル項目との規定力（重回帰分析）

n=145

標準化係数 t値 有意確率

‐.200 ‐.150 ‐.100 ‐.050 .000 .050 .100 .150 .200 .250 .300
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B2  運動・スポーツをよくしている
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B9  まめに片づけや掃除をする

B11 毎日よく眠れる
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B20 家族とのコミュニケーションが楽しい

B21 自分の住む街が好きだ

B24 人に喜んでもらいたい

B25 毎日きちんと朝食を食べている

B26 読書をよくする

B31 宿題や課題に積極的に取り組んでいる

B32 料理が好き

B36 食事が楽しい

B38 自分の国が大好きだ

B39 色々なことに興味を持ち、挑戦しようとする

**

*

**

*

図3　日常生活充実度のライフスタイル項目との規定力（重回帰分析）図 3　日常生活充実度のライフスタイル項目との規定力（重回帰分析）
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Ⅳ．考察

1．女子短期大学部生のスポーツ特性・スポーツ行動

本研究の対象となった女子短期大学部生のスポーツ特性として、「運動・スポーツは好き

ですか？」という項目では、全体の 3/4が「大変好き」「好き」と回答しており、非常に肯

定的な結果が示された。しかしながら、週に一回以上の運動実施者は 3割に満たない状況

であり、運動生活においても約 4割の対象者は、特に運動・スポーツは行っておらず、運動・

スポーツ実施率は非常に低い傾向が窺われた。つまり、短期間で学問を学んでいる女子短期

大学部生のスポーツ行動は、四年制大学生のスポーツ行動（例えば、相沢ら ,2014, p. 362など）

とは異なる実態であることが明確となった。

また、運動部所属経験は、中学校では全体の 6割以上、高校で約 4割であり、これらは、

近年における全国的な運動部所属率（中学校 64.1%、高校 41，1%（文部科学省,2007））と

同様な結果を示している。さらに、対象者の経験種目は、限定的であることが明らかとなり

これらの結果は、体育授業のためのマネジメントにおいて重要な手掛かりとなる（具体的に

は考察 3. に記す）。

2．女子短期大学部生の日常生活充実度とライフスタイルの特徴

対象者となった女子短期大学部生の約 7割は日常生活が充実している結果が確認された。

2013年に実施された「若者の意識に関する調査」結果において、「現在の生活への満足度」

について「満足している」「どちらかいえば、満足している」と回答した者は、63.3％であっ

た（厚生労働省 ,2013）。対象者は、日常生活が充実している傾向が示された。

また、ライフスタイル項目について 39項目の分析から、「家族」に関して、一緒に食事

をとることや、スポーツの話は積極的になされていない結果が示されたが、本研究の対象者

は、住居状況として約 4割が寮や一人暮らしなど親元を離れて生活しているためであると

考える。旅行、映画鑑賞を好み、外国への興味が高いこと、また、友人関係が良好な特徴が

伺える。しかしながら、「健康」について、食事の美味しさや楽しさは享受されているものの、

栄養バランスや朝食摂取に対する意識は高くはなく、早寝早起き、及び特に、運動・スポー

ツに関する項目は押し並べて低い反応を示している。結果 2. （2）（重回帰分析）の結果から

も、運動・スポーツが、日常生活充実度に対する影響は高くはない。運動・スポーツの文化

的側面や、運動・スポーツによる QOL向上を始めとする多大なる効果は、日常生活充実度

に影響が与えられていない状況が窺われる。

運動部所属経験別では、これまでの大学生の運動生活に関する多くの報告（例えば、浪越

　　　　　　　　　　　　　　
2.  「無作為に依頼した一般大学生 272 名を対象とした調査結果において「あなたは現在、週 1 回運動・スポーツをし

ていますか」という項目について全体の 56％が「はい」と回答している」(相澤ら 2014,p.36)
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ら 2003,  pp. 129-136）と同様に、過去の運動部所属経験が現在のスポーツ活動に有意に影

響している。すなわち、中学・高校時代に運動部所属経験がある対象者は、短期大学部生に

なった現在も積極的にスポーツ行動をとる傾向が見られることが明確となった。

3．�女子短期大学部生におけるスポーツ行動の成立条件に鑑みる基礎的スポーツマネジメン

トの検討

図 4は本研究の分析結果、及び考察 1.2. を踏まえ、女子短期大学部生のスポーツ行動の

成立条件に鑑みる基礎的スポーツマネジメントについて示したものである 3。対象となった

女子短期大学部生は、【①主体的条件】において、運動・スポーツに対して肯定的であるが、

【②社会的条件】の側面では、学生であるため施設の利用や用具・用品・ウエアの購入等の

経費の面、そして、スポーツを行うための時間の確保が障害要因として生じていることが推

察され、運動実施率が低い状況である。運動生活では、「特に運動・スポーツは行っていない」

との回答が約 4割を占める中で、スポーツ実践者の内容は、自律的活動が多い傾向と共に、

体育授業や、大学・短大の運動部・サークルの所属による運動実践が重要な機会となってい

ることが示された。さらに、健康に対する意識向上が急務であることから、対象者は健康教

育・ヘルスリテラシー向上の目的を含めた大学スポーツとの関わりが重要であると考察する。

現状において、約 4割の対象者が特に、運動・スポーツは行っていないにも関わらず、約 7

割の対象者は、日常生活が充実していると回答している。しかしながら、生涯にわたり充実

した日常生活を送るためには、健康が重要な要因となることは、言うまでもない。健康とは

短期的に形成されるものではなく、長期的・継続的な習慣によって影響されるものである。

健康の三要素とは、食事・運動・休養である。その中で、運動について、厚生労働省は、「健

康日本２１」において次のように報告している。家事や仕事の自動化、交通手段の発達によ

り身体活動量が低下してきたことは明らかである。身体活動量が多い者や、運動をよく行っ

ている者は、生活習慣病の罹患率や死亡率が低いこと、また、身体活動や運動が、メンタル

ヘルスや生活の質の改善に効果をもたらすことが認められており、身体活動や運動の健康に

対する効果についての知識は国民の間に普及しつつあるものの、運動を実際に行っている者

の割合は少なく、運動を実践する方法の提供や環境をつくることが求められる（2000）。さ

らに、運動習慣の視点から、文部科学省は、学生時代の運動部所属経験は、その後の運動・

スポーツ習慣に繋がり、生涯にわたって高い水準の体力を維持する要因の一つになっている

こと（2012）を示すなど、大学スポーツは、豊かなスポーツ生活を構築するための教育機

関として期待や責任が担われている状況であると考える。

大学スポーツは、体育授業、及び運動部活動・サークル活動をはじめとする課外活動によっ

て構成されている（文部科学省保健体育審議会,1997）。以下に、スポーツ行動の成立条件

　　　　　　　　　　　　　　
3.  1.にさらに、本研究の考察を加筆した
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における【①主体的条件】【②社会的条件】に基づき、【③スポーツ条件】【④スポーツ環境

条件】について、大学スポーツの構成要素として体育授業、課外活動、加えて、その他の展

望の視点から、具体的に女子短期大学部生の豊かなスポーツ生活構築のためのスポーツマネ

ジメントについて検討する。

（1）体育授業（実技・理論）

大学体育の実技・実習科目では、身体的効果、精神的効果、社会的効果、そしてアクティ

ブな日常生活の運動行動の促進効果といった 4つの効果があるとしている（全国大学体育

連合,2010, pp. 32-37）。さらに、橋本は、体力向上、体脂肪率の減少、感情の変化、コミュ

ニケーションスキル向上、人間関係の醸成などの具体的効果をレビューし（2012, pp. 45-

50）、木内は大学体育授業が健康づくりや友達づくりの機会となり、学問的適応および社会

的適応効果をもたらす可能性（2012, pp. 110-113）について述べている。1991年の大学設

置基準改正により、1998年度には体育実技を必修化する大学・短大は 45.8%となったが、

2005年度にはこの割合が上記の効果などの理由によって 71.1%にまで上昇している（日本

経済新聞,2007）。また、女子学生は運動頻度が男子学生よりも低く、運動離れが顕著に進

んでいることが示されていること（正野ほか, 2010, pp. 28-38）や、高等学校 3年生女子の

運動生活に関して、「60.8%が「運動・スポーツは体育授業以外ではほとんど行っていない

（体育授業のみ）」と報告（例えば、林, 2013, p. 32）されており、体育授業が必修でなくな

ることにより、運動の機会の減少につながっていることが明示された。これらのことから、【④

スポーツ環境条件】として、体育授業の必修化は、女子短期大学部生の豊かなスポーツ生活

構築に向けた効果的な取り組みとして期待される。

実践的な体育授業（あるいは課外活動においても）では、結果 2. （1）②より、記述統計

での「外国に興味がある」・結果 2. （2）「色々なことに興味を持ち、挑戦しようとする」項

15 

割の対象者は、日常生活が充実していると回答している。しかしながら、生涯

にわたり充実した日常生活を送るためには、健康が重要な要因となることは、

言うまでもない。健康とは短期的に形成されるものではなく、長期的・継続的

な習慣によって影響されるものである。健康の三要素とは、食事・運動・休養

である。その中で、運動について、厚生労働省は、「健康日本２１」において

次のように報告している。家事や仕事の自動化、交通手段の発達により身体活

動量が低下してきたことは明らかである。身体活動量が多い者や、運動をよく

行っている者は、生活習慣病の罹患率や死亡率が低いこと、また、身体活動や

運動が、メンタルヘルスや生活の質の改善に効果をもたらすことが認められて

おり、身体活動や運動の健康に対する効果についての知識は国民の間に普及し

つつあるものの、運動を実際に行っている者の割合は少なく、運動を実践する

方法の提供や環境をつくることが求められる(2000)。さらに、運動習慣の視

点から、文部科学省は、学生時代の運動部所属経験は、その後の運動・スポー

ツ習慣に繋がり、生涯にわたって高い水準の体力を維持する要因の一つになっ

ていること (2012)を示すなど、大学スポーツは、豊かなスポーツ生活を構築す

るための教育機関として期待や責任が担われている状況であると考える。

大学スポーツは、体育授業、及び運動部活動・サークル活動をはじめとする

課外活動によって構成されている (文部科学省保健体育審議会 ,1997)。以下に、

スポーツ行動の成立条件における【①主体的条件】【②社会的条件】に基づき、

【③スポーツ条件】【④スポーツ環境条件】について、大学スポーツの構成要

（清水（2002）「体育・スポーツ経営学講義」p.26に加筆）
(3)

図4　本研究による女子短期大学部生のスポーツ行動の成立条件に鑑みる基礎的スポーツマネジメント
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図 4　本研究による女子短期大学部生のスポーツ行動の成立条件に鑑みる基礎的スポーツマネジメント
� （清水（2002）「体育・スポーツ経営学講義」p.26 に加筆）3
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目から、これまであまり積極的に体験がなされていない外国文化のフォークダンスやレクリ

エーションダンスをアクティビティとして取り入れるプログラム提供が有効であろう。また、

本学で現在教養科目の体育の中で行われているテニスは、結果 1. （3）より、経験者は中学・

高校それぞれ、4人・3人のみであり非常に少ない。受講生は、初心者とソフトテニス経験

者（中学 20人・高校 7人）が大半であり、種目特性を踏まえグリップの握り方等に留意し

た指導を行い、ケガの予防に備えた授業マネジメントなどが一つの重要なポイントになる。

同様に体操についても、経験者は全くおらず、授業は、より基本的な内容を教授することが

望ましいと言える。この様な傾向が、縦断的に把握されることで、本学学生が体育・スポー

ツの文化的価値の理解を図ることへの期待（文部科学省保健体育審議会, 1997）に対して、

教員はシラバス作成時からの、より効果的な教育プログラムの提供が可能となるであろう。

さらに、結果 2. （2）②③から、健康について、食事の美味しさや楽しさは、享受されて

いるものの、栄養のバランスや朝食摂取、早寝早起き、運動習慣は日常生活充実度に有用な

要因として示されておらず、生涯にわたり健康に過ごすためにも、体育理論では、QOL改

善や運動による脳機能に対する効用などの健康教育やヘルスリテラシーの向上を重視するこ

とが必要とされる。また、結果 2. （2）③では、対象者は、「読書をよくする」項目は非常に

有用な要因として示されており、これに基づき、【③スポーツ条件】の整備として、近年の

新しいスポーツ行動としての「読むスポーツ」（スポーツ小説や新聞のスポーツに関する記

事の紹介等）の推進や、「みるスポーツ」などを含めたスポーツ生活の新たな捉え方を教授

する必要性が示唆されたと考える。

（2）課外授業

全国的な大学生・短大生の体育会活動／スポーツ・レクリエーション活動を合わせた課

外活動の参加率は、短大生は大学生よりも低い参加率の傾向が見られるものの約 5割とい

う結果が示されている （私立学生生活白書 2011, p. 20）。対象者の課外活動参加率は 22.2%

であり、さらなる向上が期待される。

生涯スポーツの観点から、学生時代の運動部所属経験は、その後の運動・スポーツ実践や

体力維持につながること、特に、女子では最も運動実施頻度が下がり始める 20歳代において、

学生時代の運動部所属経験が長い程、つまり、中学・高校のみならず大学まで継続すること

により、運動実施頻度は高くなる傾向が示されている（文部科学省, 2012）。さらに、宇土は「ク

ラブとして行われる運動（運動部活動）は、それが正常に行われるならば、運動の継続性、

組織性および合理性などの観点から大きな体育的効果が期待でき、その経験は、卒業後の運

動生活の基盤形成に強くはたらくことが考えられるため、体育事業としては特に重視される」

（1994, p. 338）としている。これらの点から、運動部に関する条件整備事業は、非常に重

要であり、現在、運動・スポーツ実践が十分ではない対象者に向けてのアプローチとして、【④

スポーツ環境条件】の整備において、学内の運動部やサークル活動を活発化するためのイン
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フォメーションサービスの充実化や、学修支援との両立したプログラム開発などが、今後は

重要になると考察される。また、自律した運動実践の傾向から、より気軽にスポーツ行動を

生起されるために学内の施設開放事業やウォーキングコースの設置なども重要なポイントに

なると考察される。

（3）その他の展望

特徴的な【①主体的条件】として、ライフスタイル項目の日常生活充実度に対する重回帰

分析による規定関係（結果 2. （2））では、運動・スポーツに関する項目は、高いプラスの規

定力としての結果が示されていないことが挙げられる。今後、これらの結果を踏まえた、女

子短期大学部生のためのより適合的なスポーツマネジメントが求められる。例えば、結果

2. （2） （重回帰分析）では、「旅行」に関する項目について、「日常生活充実度」に対する規

定力としては、マイナスの規定力として示された。しかし、結果 1. （2）（記述統計）による

分析結果では、非常に高い数値を示している。そこで、旅行と、現行では積極的に実践され

ていない運動・スポーツとの組み合わせ（旅行＋運動・スポーツ）によって、スポーツツー

リズムプログラムが提案される。【④スポーツ環境条件】の事業整備としてスポーツツーリ

ズムプログラムの提供によって QOL向上や、健康面への効果がもたらされ、ひいては「旅

行」「運動・スポーツ」項目が共に相乗的に日常生活充実度に対してプラスに影響する要因

となることや、日常生活充実度が総括的に高まることが期待される。あるいは、昨今の広範

囲に亘るスポーツサービスでは、異文化交流とスポーツを結びつけたプログラム（外国語で

スポーツを楽しむなど）が開発され、展開されている。結果 2. （1）②で高い反応を示した

「外国に興味がある」「友人」「貢献」という要因をツーリズムと組み合わせ、外国語スポー

ツキャンプなどの提案も可能となる。これらスポーツツーリズム等の実践は、理論的な背景

については、体育理論内での教授が可能であるが、大学スポーツとしては限界があり、外部

プログラム参加への推進がその役割となるであろう。この様な外部プログラムへの推進、及

び大学における地域スポーツの役割等も配慮しながら、今後は、地域連携をも踏まえたスポー

ツマネジメントが必要となる（今後の地域スポーツ推進体制の在り方に関する有識者会議, 

2015）と考える。

また、さらなる豊かなスポーツ生活実現のためには、安全面でのリスクマネジメントの検

討を含めて、大学内において健康管理室等との連携もより重要となることが推察される。
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Ⅳ．結語

本研究は、女子短期大学部生を対象として、スポーツ特性、ライフスタイル、日常生活充

実度を中心に関連分析を行い、スポーツ行動の成立条件に鑑みるスポーツマネジメントにつ

いて基礎的に検討した。結果は以下に要約される。

1． 固有な運動者としての女子短期大学部生の特徴的なスポーツ特性、スポーツ行動、運

動生活、ライフスタイル実態が明らかになった。

 女子短期大学部生は運動・スポーツに対して肯定的であるが、運動実施率は非常に低

い傾向である。運動生活では、自律した運動実践状況と共に、大学スポーツが重要な

機会になっている。また、ライフスタイルは、旅行、映画鑑賞を好み、外国への興味

が高いこと、良好な友人関係といった特徴が示された。しかしながら、「健康」につい

て、栄養バランスや朝食摂取に対する意識は高くはなく、早寝早起き、運動・スポー

ツに関する項目が低い反応を示していることが確認された。

2． 女子短期大学部生を対象としたスポーツ行動の成立条件に鑑みる具体的基礎的なス

ポーツマネジメントの提案が可能であった。

 固有な運動者としての女子短期大学部生の特徴的なスポーツ特性、スポーツ行動、運

動生活、ライフスタイル実態、及び日常生活充実度を高めるための有用な項目を踏ま

えた【①主体的条件】【②社会的条件】の把握に基づき、【③スポーツ条件】【④スポー

ツ環境条件】の提案が可能であった。具体的には、体育授業・課外授業、その他の展

望による大学スポーツの視点からスポーツマネジメントが提案された。

3． スポーツ行動研究では、運動者のライフスタイルなどを含めた、【①主体的条件】【②

社会的条件】【③スポーツ条件】【④スポーツ環境条件】の４つの条件を包括的に捉え

ることよって提案されるスポーツマネジメントの重要性や可能性が示唆された。

本稿は本学学生のみを対象としたが、他校の短期大学部生、短期大学生や大学生を対象と

した分析が必要であり、本学との関連性、及び提案されたスポーツマネジメントの実証性や

有効性の検討が今後の課題である。
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